









『阪大社会言語学研究ノート』第 13号（2015年 3月）52-71 



































                                                        
1） 田野村（1988）は、「ではないか」のⅠ類について、発見した事態を驚きや非難などの感
情を込めて表現する、あるいは、ある事柄を認識するよう相手に求める、と述べている。 
    ・よう、山田じゃないか。 
・何をする、危ないじゃないか。                                （田野村 1988） 
和歌山市方言における文末表現「～シテ」 










以下、第 2 節で先行研究と問題のありかをまとめ、第 3節で文末表現「～シテ」の形式
的特徴を整理し、続いて、第 4節で文末表現「ワシテ」の意味的特徴、第 5節で文末表現




















（4）どこにもない わひて。（どこにもないじゃないか。）            （楳垣 1938） 
（5）アノヒト アカンテ ユーンヤヒテ。（あの人はだめだと言うのだよ。）（村内 1953） 
























B：バス マッテンネヤケド、デンデン ケーヘンノヤッショ。 
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（31’）a  *その映画、来週一緒に見に行くシテ。 
b  *その映画、来週一緒に見に行カーシテ。 
すなわち、過去形の後に直接「シテ」が接続するのではなく、過去形に後接する「ワシテ」
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も、／w／の音が脱落し／a／の音が短音化されて、前接部分と融合すると考えられる。 












行くワシテ＞行カシテ iku  wasite ＞ iku  asite ＞ ikasite 
ちゃうワシテ 
＞チャワシテ 
chawu  wasite ＞ chawu  asite ＞ chawasite 









itta  wasite ＞ itta  asite ＞ ittasite 
 
一方、「ヤシテ」という形式は、先行研究で断定の助動詞「ヤ」と「ワシテ」の融合か














































（39）はよ 行こらってさっきから言うてるワシテ。                   （＝（1）） 


































































































（48’）a  知らんて言うてるワシテ。（知らないって言っているじゃないか。） 
b  知るわけないワシテ。（知るわけがないじゃないか。） 
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c  それ 見たこともないのに、どこにあるか ら 知ラナシテ。よう考えてん。 
（それを見たこともないのに、どこにあるかなんて知らないじゃないか。 
よく考えてごらん。） 
（49’）a  今度はちゃんとやってるワシテ。（今度はちゃんとやっているじゃないか。） 
       b  もうコツ 掴んだんやから、今度はちゃんとヤラシテ。 
（もうコツを掴んだのだから、今度はちゃんとやるじゃないか。） 
（48’）a や（49’）a は、命題内容が聞き手の面前の事態であり、それによって聞き手が当



































































（59）昨日もらったプリント アラシテ。それ 間違っちゃあて……。 
（昨日もらったプリントあるじゃない。それは間違っていて……。） 
（60）今ここに 100 万円あるとスラシテ。何に使う？ 
（今ここに 100 万円あるとするじゃない。何に使う？） 
蓮沼（1995）では、聞き手がまだ気づいていない、あるいは思い出していないことについ
和歌山市方言における文末表現「～シテ」 





























B1：［リビングにいる A に対して、キッチンから顔を出して］ 
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   （えー、食べてないよー。残していたし。） 
B2：誰も食べへんよ、あんたの分まで。 
あんた もう全部｛食べてもたワシテ／?食ベテモタシテ｝。 




























































（70）A：［B の腕時計を指して］それ、どこで こうたん？（それ、どこで買ったの？） 
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（うわ、もうすぐ電車が来るじゃないか。急がなくっちゃ。） 
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